
保護者との共通理解を図る

（公社）全国私立保育園連盟主催WEB研修「新型コロナウイルス感染拡大を防ぎながら実践する保育園の給食・食事・食育」（上越教育大大学院・野口孝則） 

今後の感染症対策については園と家庭（保護者）とが意見を出し合って決めていく 

食育年間全体計画についての研修の際に、食育年間全体計画は、保育園内の保育士と給食担当者（栄養士・調理師）がお互い
の専門性を発揮して連携・協働して作成することとなっていると思います。それは保育園内（保育室や園庭など）における食
育と保育園給食の献立内容との関連付けを促進し、給食を一体的にとらえた充実した食育推進につながることは以前にも述べ
たところですが、とある研修会場にて、私の理想的な食育年間全体計画書を見ることが出来ました。それは、家庭の保護者の
協力あってこそ充実させることができる食育計画の書類を作成するメンバーの中に、あらかじめ保護者を入れておくというこ
とです。 

「園で決めることを受け取るだけの保護者」（一方向的な依頼は理解が進まないことが多い）から脱却していただき、今回の
ような未曾有の感染症対策については、「保育園と家庭（保護者）が一体となって対策を考える」ことによって、保護者も自
分自身の話題だと認識することが可能になり、実践しやすくなることでしょう。 
特に、全員の保護者に顔と名前が知れ渡っているような保護者に話し合いの場に参加していただき、その保護者を通じて多く
の保護者に連絡することは確実に太いパイプになります。是非ともご検討ください。 

【野口提言】 
保育園職員だけの頑張りでは新型コロナウイルス感染拡大対策には不十分です。保護者の意識を高める必要があります。
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保護者との共通認識を高めるために情報提供の「量」と「質」が大切 

私たち一人ひとりの行動次第で感染拡大を抑えていくことが求められ、そのような生
活習慣について政府がわかりやすく示したものが「新しい生活様式」です（右図）。 

（1）一人ひとりの基本的感染対策 
（2）日常生活を営む上での基本的生活様式 
（3）日常生活の各場面別の生活様式 
（4）働き方の新しいスタイル 

という4つの主題が設定され、それぞれの項目でかなり具体的に記載されています。 
これらの項目のどれも私たち日本国民全員が取り組むべき「新しい生活様式」なので
すが、保育園の皆様の役割としては、園児の保護者に向けて徹底してこの「新しい生
活様式」を守ることを伝えていくことだと私は思っています。 
「食育だより」や「健康通信」など保護者向け連絡広報の中に、少しずつ紹介してい
くことなども手法の1つだと思います。また、保育園登園時の子どもたちの様子を見
ながら優先的に保護者に伝えるべきであり保護者に向けた啓発活動は欠かせません。



保護者に向けた情報発信

（公社）全国私立保育園連盟主催WEB研修「新型コロナウイルス感染拡大を防ぎながら実践する保育園の給食・食事・食育」（上越教育大大学院・野口孝則） 

危機管理において対象者の不安を軽減するための秘訣は情報提供である 

危機管理において対象者の不安を軽減するための秘訣は、情報提供に尽きます。 

最新の情報や対策実施の理由（根拠）を伝えることはもちろんのこと、保護者が抱えている「悩み」や「不安」を伺っていき
ながら、個別カウンセリングを実施して心の癒しを提供するだけではなく、個人情報を伏せた形で食育だよりなども掲載して
Q＆Aの形で記述し情報提供することで、保護者からの信頼が高まり、協力を得ることにつながります。 

「新型コロナ対策で忙しい」のはもちろん理解できますが、今後のことを考えますと、新型コロナウイルス感染拡大防止に向
けた優先順位としては、情報発信の「質」と「量」の両方を高めていくようにしましょう。 

例えば、世界中で感染症が広がっている状況だからこそ食育の重要性が高まっているところであり、健康と養護の観点から
「心身の健康の源である食」についての知識や技術を、保護者に伝えていくべきです。 

マスクや手洗いは感染症対策の基本的な大原則ですが、それらと同様に重要な感染症対策である「栄養」や「食事」について
家庭（保護者）に伝えていく「新型コロナ時代の食育」が、今後、全国的に展開される一年になることでしょう。 

次スライドに「今年だからこそ実施すべき食育の課題」を提示いたしますので、参考にしていただけるとありがたいです。 



新型コロナ時代における食育

（公社）全国私立保育園連盟主催WEB研修「新型コロナウイルス感染拡大を防ぎながら実践する保育園の給食・食事・食育」（上越教育大大学院・野口孝則） 

令和２年度の保護者向け情報提供の内容（野口案） 

（１）感染症対策としての「食」の大切さ【健康】 
• 毎日の食事の大切さ 
• 健康の源としての食事・運動・睡眠 
• しっかり食べることと食べ過ぎないこと 
• 食事を楽しむことが健康につながること 
• 衛生的に気をつけるべきポイント 

（２）防災や緊急時対応【防災】 
• 自宅の食事や栄養について 
（経済的、簡便、作り置きなど） 
• 家族の一員としての助け合い（感謝の心） 
• 日頃からの備蓄の大切さ 

（３）食の流通やアクセスの問題【社会経済】 
• 海外依存度の高さ（供給の不安定） 
• 国内流通と地産地消 
• 購買集中による弊害 

（４）食情報に関する倫理と行動【情報】 
• 災害時や非常時に流れる偽情報（デマ） 
• 「正しく怖がる」というリスク・マネジメント

【野口提言】 
最新の情報や対策実施の理由（根拠）を伝えることはもちろんのこと、保護者が抱えている「悩み」や「不安」を伺っていき
ながら、個別カウンセリングを実施して心の癒しを提供するだけではなく、個人情報を伏せた形で食育だよりなども掲載して
Q＆Aの形で記述し情報提供することで、保護者からの信頼が高まり、協力を得ることにつながります。


